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近世の琉球王国（首里王府）による地方支配は、役人の派遣、文書の発給によって、その意思が伝
え
ら
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
地
方
か
ら
役
人
が
王
府
に
行
き
、
地
方
か
ら
文
書
が
王
府
に
上
申
さ
れ
、
情
報
や
願
意
な
ど
を
伝えた。派遣役人の復命書的な文書もある。そして、現在、八重山で確認されている史料の多くは、
王府が発した文書、あるいは王府と地元とのやりとりをまとめたものといってよい。前者は小稿でと
りあげる規模帳をはじめ公事帳・例帳などが知られる。
後
者
は
従
来
「
往
復
文
書
」
と
称
さ
れ
た
文
書
で
、
そ
の
性
格
を
示
し
て
い
て
典
型
的
で
あ
り
、
か
つ
も
っ
と
も
童
（１）
要な史料は「参遣状」「御手形写」「間合控」と称される文書群である。これらの日常的な王府’八重
は
じ
め
に
近世八重山への王府布達文書「規模帳」「公事帳」の成立過程
得
能
壽
美
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この解説は、現在「規模帳」という表題で、八重山において存在が確認されている三つの「規模帳」
ｌ乾隆三一一一年（一七六八）「与世山親方八重山島規模帳」、成豊七年（一八五七）「翁長親方八重山島規模
帳」、同治一三年（一八七四）「富川親方八重山島規模帳」（石垣市総務部市史編集室一九九一一・一九九四、
（３）
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
課
二
○
○
四
）
ｌ
に
あ
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
よ
り
先
に
王
府
が
八
重
山
に
遣
わ
し
た
検
使
が
「
規
模
帳
」
と
称
す
る
文
書
を
ま
と
め
て
お
り
、
こ
れ
を
王
府
が
発
給
し
て
い
る
。
小
稿
で
は
ま
山
の
文
書
の
や
り
と
り
は
、
個
別
の
案
件
に
お
け
る
王
府
の
方
針
の
変
化
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
複
数
の
案
件についてまとめた形で、早くは崇禎元年（一六二八）の「徒」（八重山島年来記恥二八四）などがあ
り、規模帳の形式がみられるようになってからも、康煕一一一四年（’六九五）の「万御間合書」（参遣状
〔喜舎場永殉旧蔵史料〕１恥一四六）、同四○年の「八重山島惣横目訟書」「八重山島在番中存寄書」な
（２）
どがある（参遣状）。
さ
て
、
小
稿
で
は
、
近
世
の
首
里
王
府
に
よ
る
地
方
支
配
の
た
め
に
発
給
さ
れ
た
文
書
ｌ
王
府
布
達
文
書
ｌ
の
う
ち
、
八
重
山
に
派
遣
さ
れ
た
検
使
が
ま
と
め
、
評
定
所
が
発
給
し
た
文
書
の
成
立
過
程
を
検
証
す
る
。
検
使
が
組
み
立
て
る
文
書
は
、
大
き
く
規
模
帳
・
公
事
帳
・
例
帳
に
分
類
で
き
る
が
、
こ
の
う
ち
小
稿
で
重
点
的
に
検
証
す
る
規
模
帳
と
は
、
王府が派遣した検使が現地の実情を調べたうえで現状と改正点などを指摘し、それまでの法令を含め
て
、
現
地
に
布
達
す
べ
き
規
模
（
規
範
、
法
令
）
を
ま
と
め
、
王
府
評
定
所
の
認
可
を
受
け
て
現
地
に
発
給
し
た
も
の
て、現叫
で，ある。
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現在確認されているもっとも古い規模帳は、先述したように、乾隆一一一三年（’七六八）の与世山親
方
に
よ
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
以
前
に
八
重
山
に
派
遣
さ
れ
た
検
使
に
、
康
煕
’
七
年
（
一
六
七
八
）
恩
納
（
佐
渡
山
）
親
方
、
同
五
○
年
（
一
七
二
）
奥
武
親
雲
上
が
お
り
、
彼
ら
の
名
義
に
よ
る
規
模
帳
が
存
在
し
た
と
み
ら
れ
る
。
恩
納
（
佐
渡
山
）
の
八
重
山
赴
任
に
つ
い
て
は
、
「
球
陽
」
に
「
毛
国
瑞
（
恩
納
親
方
安
治
）
、
八
重
山
に
到
り
て
農
を
勧
め
俗
を
整
へ
法
式
を
改
定
す
。
時
に
永
良
比
金
役
を
裁
去
す
」
と
あ
り
（
球
陽
川
四
八
六
、
球
陽
八
重
山
関
係
記
事
集
〔上〕恥二四）、恩納以前に「法式」があったことが知られるが、これは現在のところまったく手がか
り
が
な
い
。
恩
納
の
仕
置
（
取
締
）
と
し
て
は
、
１
．
農
を
勧
め
、
俗
を
整
え
る
。
２
．
永
良
比
金
（
神
役
）
を
廃
す
る
。
ず
こ
れ
を
初
期
規
模
帳
と
し
て
分
析
す
る
。
初
期
規
模
帳
と
近
世
後
期
の
与
世
山
以
降
の
規
模
帳
の
中
間
に
位
置
し
て
、
王
府
布
達
文
書
作
成
に
重
要
な
働
き
を
す
る
の
が
、
乾
隆
一
三
年
（
’
七
四
八
）
八
重
山
に
赴
任
し
た
在
番
野
村
里
之
子
親
雲
上
で
あ
り
、
彼
が
作
成
し
た
規
模
帳
・
公
事
帳
な
ど
を
検
証
し
、
さ
ら
に
、
現
在
我
々
が
見
る
こ
と
の
で
き
る
（４）
与
世
山
以
降
の
規
模
帳
と
の
系
譜
関
係
を
検
討
す
る
。
第
一
節
八
重
山
に
お
け
る
初
期
規
模
帳
の
成
立
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が
あ
り
、
さ
ら
に
「
琉
球
国
由
来
記
」
（
二
一
ｌ
－
ａ
）
に
は
、
３
イ
リ
キ
ヤ
ア
マ
リ
の
信
仰
を
禁
止
す
る
。
（５）
がみられる。恩納の派遣は「八重山島年来記」康煕’七年条（川四一一～四一一一一）にみられ、仕置の
内
容
は
一
○
か
条
に
わ
た
る
。
４
．
｜
地
頭
の
村
に
一
人
の
ツ
カ
サ
と
す
る
こ
と
。
５
．
王
府
へ
上
国
す
る
役
人
の
数
。
６
．
黒
島
で
造
船
し
て
い
た
大
船
を
、
石
垣
船
は
石
垣
村
で
、
古
見
船
は
大
枝
村
で
造
船
す
る
。
７
．
百
姓
の
数
に
比
し
て
地
頭
ら
の
数
が
多
く
、
地
頭
ら
を
減
少
す
る
こ
と
。
８
．
地
頭
ら
を
三
年
交
代
に
す
る
こ
と
。
９
．
地
頭
ら
は
筆
算
に
す
ぐ
れ
た
者
か
ら
任
命
す
る
こ
と
。
皿
僧
侶
が
い
る
場
合
、
役
人
は
引
導
（
葬
儀
）
を
依
頼
す
る
こ
と
。
ｕ
役
人
の
位
牌
や
年
忌
の
振
る
舞
い
を
簡
素
に
す
る
こ
と
。
ｎ．百姓は位牌がないので立てるようにし、振る舞いは簡素にすること。
田．「先祖祭」は一一・八月の紙焼、七月一三～一五日の「迎聖霊」（盆）を簡素にすること。
こ
の
ほ
か
、
ｕ
「
先
年
佐
渡
山
親
方
御
渡
海
御
仕
置
以
後
、
過
美
之
品
無
之
、
島
中
潤
二
罷
成
」
、
巧
「
其
島
役
人
応
勤
方
、
御
扶
持
方
・
御
免
夫
・
供
夫
被
下
過
二
而
者
有
間
敷
哉
与
諸
役
人
被
致
懸
引
候
処
、
廻
合
二
致
上
国
候
殉
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者
借
米
を
以
漸
相
調
、
勿
論
離
島
役
人
之
儀
者
家
内
相
離
暖
中
江
相
詰
申
儀
二
候
間
、
佐
渡
山
親
方
御
仕
置
之
通
被
下
度
由
候
」
、
肥
．
「
佐
渡
山
親
方
御
渡
海
之
殉
、
耕
作
方
可
入
念
旨
被
仰
付
置
候
」
、
Ⅳ
．
「
仕
上
せ
之
時
分
、
頭
壱
人
相
賦当座二可致下知通、佐渡山親方御仕置有之候」などが確認される（参遣状抜書〔上〕Ⅲ二七、一一一七
Ⅱ四○、四八’七Ⅱ六四、四七’一一一一）。また、喝「石垣四ケ村之儀前条之通諸事御用向繁多在之、殊
一
一
不
図
之
御
急
用
則
々
相
弁
候
故
、
余
村
二
相
並
不
申
、
百
姓
疲
入
候
筋
を
以
、
康
煕
十
七
年
佐
渡
山
親
方
御
検
使
之
時、三度夫被仰定置候」とあり、この件は次の奥武親雲上によって改訂されている（参遣状抜害〔下〕
Ⅲ
一
七
四
）
。
さ
ら
に
皿
．
「
当
島
頭
以
下
目
差
迄
御
免
物
之
儀
、
康
煕
拾
七
年
故
恩
納
親
方
御
定
之
表
御
免
夫
出
物
之
分
」
、
別
．
「
与
那
国
島
難
海
一
一
而
時
々
往
通
難
成
候
付
、
御
札
改
毎
在
番
筆
者
・
頭
罷
渡
万
御
条
目
之
趣
可
申
渡
旨
、
故恩納親方被召定置候」（同前恥一二八、翁長親方八重山島蔵元公事帳恥一二六）などもある。なお８．
の詳細は「参遣状抜書〔上〕」（恥四二にみえている。
このうち４．は「与世山規模帳」川二○一一、６．は同規模帳恥四○、皿・は同規模帳恥一一○四に直接関
連
し
て
お
り
、
こ
の
ほ
か
の
内
容
も
与
世
山
以
降
の
規
模
帳
に
関
連
し
て
い
る
。
「
八
重
山
島
年
来
記
」
に
記
き
れ
た
恩
納
関
係
の
最
後
の
条
に
は
、
そ
の
仕
置
に
よ
っ
て
、
｜
、
右
之
外
段
々
之
御
仕
置
、
万
反
諸
例
引
直
、
風
俗
宜
敷
成
、
当
日
迄
其
御
仕
置
相
守
申
候
と
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
置
を
し
て
あ
ら
ゆ
る
事
例
を
考
え
直
し
、
「
風
俗
」
を
よ
ろ
し
く
し
た
と
い
う
。
「
与
世
山
規
模
帳
」
奥
書
で
は
宮
古
と
の
対
比
を
い
っ
て
い
て
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
「
翁
長
規
模
帳
」
奥
書
に
は
、
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恩納の仕置については、「①行政制度の手直し、②役人の執務規定、③生産の向上策、④固有祭祀の
合
理
化
な
ど
島
政
改
革
の
基
本
全
般
に
わ
た
っ
て
お
り
、
両
先
島
の
近
世
的
な
再
編
成
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
向
象
賢
の
摂
政
期
（
’
六
六
六
～
七
三
）
に
『
羽
地
仕
置
』
の
形
で
布
達
さ
れ
た
政
治
路
線
を
両
先
島
に
適
用
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
恩
納
の
示
達
し
た
路
線
は
そ
の
後
の
両
先
島
統
治
の
骨
格をなした」と整理される（高良一九八三）。
た
だ
し
、
恩
納
の
仕
置
は
、
康
煕
四
一
年
（
一
七
○
二
）
「
八
重
山
島
百
姓
中
江
諸
事
申
渡
候
条
書
」
（
参
遣
状
）
に
み
え
る
よ
う
に
、
十
分
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
あ
ら
た
な
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
（
豊
見
山
二
○
○
四
》
…
八
重
山
島
之
儀
、
御
検
使
被
差
渡
程
久
敷
相
成
、
風
俗
悪
敷
、
人
居
茂
格
別
相
減
、
百
姓
等
産
業
相
怠
、
年
貢
・
上
納
物
調
兼
、
最
早
及
極
労
候
由
被
聞
召
通
御
検
使
被
差
渡
、
万
端
細
密
相
糺
候
処
、
｜
体
之
風
俗
百
姓
等
取
扱
向
其
外
段
々
不
□
（
宜
）
儀
共
有
之
、
跡
々
規
模
帳
又
者
諸
締
向
之
条
々
損
益
を
以
、
右
条
数
之
通
取
締
申
渡
、
其
外
向
々
公
事
帳
之
儀
茂
致
損
益
相
渡
候
問
、
柳
無
緩
疎
厳
重
相
守
候
様
堅
被
仰
付
度
奉
存
候
とあり（翁長規模帳恥四一八）、恩納規模帳と同様のことをいっている。
恩
納
規
模
帳
は
、
八
重
山
だ
け
で
な
く
宮
古
で
も
想
定
で
き
る
。
「
琉
球
国
由
来
記
」
（
一
一
○
’
三
五
）
宮
古
の
「
神
遊
」
で
あ
る
「
フ
セ
ラ
イ
ノ
祭
礼
」
を
、
「
康
煕
十
六
丁
已
年
、
毛
氏
恩
納
親
方
安
治
、
仕
置
二
渡
海
ノ
時
、
右
ノ
神
遊
、
慰
之
様
二
仕
付
、
無
実
儀
正
体
、
致
慰
戯
、
大
粧
失
墜
、
民
ノ
疲
労
二
成
り
不
可
然
ト
テ
、
禁
制
被
申
付
タ
ル
ト
ナリ」とある。
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一五九・一六二頁）。
なお恩納は、毛姓五世池城親方安成の二子で、佐渡山親方を称した（氏集二一一一一一頁）。康煕’’一年
（一六七三）恩納間切の創設とともに同問切の地頭となり、恩納を称する（球陽恥四六六）。八重山派
遣ののち、康煕’一一年江戸立の附役を務め（横山一九八七率四七八頁）、康煕一一七年から同三一一年まで
三司官を務めている（真境名一九九一一一》歴代三司官一覧）。
恩納の次の奥武親雲上については、「八重山島年来記」康煕五○年（一七一一）条（恥五二四）に、
「
諸
事
御
為
方
為
試
、
五
月
廿
八
日
奥
武
親
雲
上
・
饒
平
名
筑
登
之
親
雲
上
御
下
り
、
且
又
新
規
模
帳
御
持
下
、
右
表
を
以
上
納
入
二
度
夫
相
懸
候
事
と
あ
り
、
奥
武
親
雲
上
は
、
こ
の
年
に
新
規
模
帳
を
持
ち
下
っ
た
以
前
に
も
八
重
山
島
に
赴
任
し
て
お
り
、
新
規
模
帳
に
は
奥
武
の
視
察
結
果
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
（
得
能
一
九
九
八
二
一
一
～
二
六
頁
）
。
そ
し
て
、
新
規
模
帳
と
い
う
か
ぎ
り
は
「
旧
規
模
帳
」
の
存
在
も
証
明
し
て
お
り
、
そ
れ
が
恩
納
規
模
帳
と
考
え
ら
れ
る
（
崎
山
二○一○ｍ五二頁）。
奥武規模帳の内容は、先の康煕四一年「八重山島百姓中江諸事申渡候条書」なども含んだものだと
思
わ
れ
、
そ
の
仕
置
に
つ
い
て
は
、
「
八
重
山
島
之
儀
、
往
年
佐
渡
山
親
雲
上
・
奥
武
親
雲
上
御
渡
海
被
成
、
所
中
万
事
之支配方規模御定被成置候」と（参遣状抜書〔下〕恥一二九）、乾隆一五年（一七五○）になっても佐
渡
山
（
恩
納
）
と
と
も
に
一
定
の
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
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野
村
里
之
子
親
雲
上
は
、
乾
隆
一
一
一
一
年
（
一
七
四
八
）
七
月
一
○
日
に
八
重
山
に
下
着
し
、
同
一
五
年
五
月
二
○
日
に
八
重
山
を
出
航
、
同
月
二
七
日
に
那
覇
に
帰
っ
て
い
る
。
在
任
中
、
乾
隆
一
四
年
に
は
、
『
当
島
諸
蔵
諸
座
諸
帳
、
諸
例
相
調
部
、
不
宜
品
現
例
を
以
相
例
、
帳
格
引
直
、
公
事
帳
、
此
節
合
始
ル
附
、
御
国
元
諸
蔵
諸
座
諸
例
帳
弐
十
冊
余
写
下
り
、
是
本
ニ
シ
テ
当
島
帳
格
引
直
と
、
八
重
山
の
各
役
所
の
帳
冊
を
検
討
し
て
、
よ
ろ
し
く
な
い
も
の
は
現
状
の
例
に
改
正
し
た
。
さ
ら
に
、
帳
冊
の
形
式
を
改
訂
し
て
公
事
帳
を
作
成
、
王
府
各
役
所
の
例
帳
二
○
冊
余
り
を
写
し
て
来
て
、
こ
れ
を
も
と
に
し
て
八
重
山
の
先
の
恩
納
（
佐
渡
山
）
規
模
帳
唱
は
、
恩
納
（
佐
渡
山
）
の
三
度
夫
制
定
に
続
い
て
、
「
然
処
同
五
十
卯
年
奥
武
親
雲
上
御
検
使
之
殉
二
者
、
五
度
遣
御
召
遣
一
節
模
合
畠
作
被
仰
付
置
候
」
と
あ
り
、
奥
武
に
よ
る
改
訂
が
な
さ
れ
て
い
る。これを伝える文書は、乾隆三○年（一七六五）のものだが、恩納（佐渡山）・奥武の「両御検使之
御仕置年来久敷相成、至爾今永々続方相考候得者、四ケ村之儀佐渡山親方御仕置之通、三度遣被仰付
被
下
度
奉
願
候
」
と
、
八
重
山
の
役
人
た
ち
は
佐
渡
山
（
恩
納
）
規
模
帳
の
内
容
に
戻
そ
う
と
い
っ
て
い
る
（
参
遣
状
抜書〔下〕恥一七四）。つまり、恩納（佐渡山）・奥武の規模帳には継続性があり、さらに次にみるよ
う
に
野
村
里
之
子
親
雲
上
に
よ
っ
て
改
訂
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
右
の
条
項
で
は
そ
の
こ
と
を
言
っ
て
い
な
い
。
第
二
節
野
村
里
之
子
親
雲
上
の
文
書
組
立
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ものの形式を整えた（八重山島年来記恥七六二）。そして、同一五年「諸例調部仕廻、帳相調、野村里
之子親雲上持登候事」と、完成した帳冊を野村が首里に持ち帰ったのである（同前恥七六六）。
野
村
以
前
の
実
態
は
未
詳
の
部
分
が
多
い
が
、
名
称
と
し
て
は
「
当
島
諸
蔵
諸
座
諸
帳
」
が
い
わ
れ
、
こ
れ
に
恩
納
（佐渡山）・奥武による初期規模帳が含まれていたのであろうし、野村は文書の形式を改めて公事帳を、
さ
ら
に
王
府
の
例
帳
を
手
本
に
文
書
を
作
成
し
て
い
る
。
野
村
に
よ
る
初
期
規
模
帳
の
改
訂
は
、
先
述
の
恩
納
規
模
帳
四
に
対
し
て
行
な
わ
れ
た
例
が
あ
る
。
乾
隆
一
五
年
二
七
五
○
）
八
重
山
の
首
里
大
屋
子
・
与
人
ら
が
、
所
遣
夫
に
関
し
て
願
い
出
た
文
書
に
、
当
島
頭
以
下
目
差
迄
御
免
物
之
儀
、
康
煕
拾
七
午
年
故
恩
納
親
方
御
定
之
表
御
免
夫
出
物
之
分
ハ
、
年
貢
・
上
納
米
之
内
合
被
成
下
来
事
二
御
座
候
、
然
処
康
煕
三
拾
五
子
年
６
、
定
納
米
之
内
合
被
成
下
候
儀
被
御
召
留
…
とある（参遣状抜書〔下〕川一一一八）。恩納が康煕一七年（一六七八）に定めたのち、同三五年に王府
施
策
に
変
更
が
生
じ
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
同
五
○
年
（
一
七
二
）
の
奥
武
規
模
帳
に
は
変
更
さ
れ
た
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
は
ず
な
の
だ
が
、
そ
の
こ
と
に
関
す
る
言
及
が
な
い
。
奥
武
規
模
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
とよりも、変更した年次が大切なのはわかるが、のちに参照するには規模帳の方が便利だと思う。こ
の
こ
と
は
、
与
世
山
以
降
の
規
模
帳
に
し
て
も
、
そ
の
内
容
に
は
従
来
変
わ
ら
な
い
基
本
的
な
法
令
、
前
の
規
模
帳
か
ら
今
の
規
模
帳
ま
で
の
間
に
変
更
さ
れ
た
法
令
、
検
使
自
身
が
調
査
し
て
制
定
・
改
訂
し
た
法
令
な
ど
が
あ
り
、
後
日
参
照
す
る
に
は
そ
れ
ら
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
形
の
規
模
帳
が
便
利
で
あ
る
。
し
か
し
、
次
の
規
模
帳
発
給
ま
で
の
変
更
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を
知
る
に
は
、
「
参
遣
状
」
な
ど
の
往
復
文
書
集
に
よ
る
し
か
な
く
、
こ
の
形
式
の
も
の
が
八
重
山
で
作
成
さ
れ
て
残
さ
れ
た
理
由
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。
さ
て
乾
隆
一
五
年
の
文
書
の
奥
書
は
、
同
年
五
月
一
七
日
付
け
で
、
野
村
里
之
子
親
雲
上
ら
が
署
名
し
て
、
御
物
奉
行
所
に
提
出
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
右
御
免
物
之
儀
、
故
恩
納
親
方
御
定
被
置
候
節
者
、
頭
以
下
目
差
迄
御
免
物
三
百
六
拾
石
余
有
之
候
処
漸
々
相
減
、
到
今
二
者
弐
拾
六
石
余
二
罷
成
、
諸
事
不
自
由
之
段
見
及
申
候
間
、
右
供
夫
位
階
之
通
被
下
度
奉
存
候
、
左
様
被
仰
付
候
共
人
居
繁
栄
仕
、
其
上
諸
事
締
方
申
渡
候
付
而
者
、
自
分
６
者
年
増
三
度
夫
残
多
ク
罷
成
積
二
御
座
候
間
、
何
そ
百
姓
等
痛
二
者
御
座
有
問
敷
奉
存
候
…
附
、
御
免
物
取
立
帳
弐
冊
為
御
覧
差
上
申
候
と
い
う
も
の
で
（
参
遣
状
抜
書
〔
下
〕
恥
一
二
八
）
、
恩
納
の
規
定
を
改
訂
す
る
と
と
も
に
、
「
御
免
物
取
立
帳
」
も
作
成
し
て
い
て
、
野
村
は
帰
任
の
た
め
に
八
重
山
を
出
航
す
る
三
日
前
に
こ
の
文
書
に
署
名
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
乾
隆
一
五
年
五
月
の
野
村
を
は
じ
め
在
番
筆
者
・
頭
が
署
名
し
た
文
書
に
は
、
八
重
山
島
之
儀
、
往
年
佐
渡
山
親
雲
上
・
奥
武
親
雲
上
御
渡
海
被
成
、
所
中
万
事
之
支
配
方
規
模
御
定
被
成
置
候
中
之
支
配
方
相
行
、
去年奉訟置候通、
処
、
最
早
程
久
罷
成
、
爾
今
難
相
守
事
多
ク
出
来
申
候
、
依
之
到
頃
年
者
在
番
・
頭
役
致
代
合
、
諸
座
御
蔵
規
模
帳
之
趣
本
立
仕
、
在
番
・
頭
以
下
役
々
之
勤
方
茂
、
百
姓
中
之
下
知
方
仮
公
之
儀
妊
候
付
評
［
呂
推
儀
候
体
見
及
候
付
各
了
簡
次
第
所
私共致相談、
138
条
之
通
島
中
出
米
致
減
少
百
姓
潤
二
罷
成
申
侯
、
在
番
・
頭
以
下
役
々
之
規
模
被
下
置
候
ハ
、
、
風
俗
引
改
百
姓
中
之
潤
猶
又
大
分
二
出
来
可
申
考
候
とある（参遣状抜書〔下〕Ⅲ’二九）。恩納（佐渡山）・奥武による仕置を評価しつつも、それから年
月が経過したことから、そのままでは守ることができないことが多くなり、最近では在番・頭が交代
（６）
するとそれぞれの考えで支配を行ない、規則が一定でなく百姓が難儀しているので、野村らが「諸座
御
蔵
規
模
帳
」
を
作
成
し
、
在
番
・
頭
以
下
の
役
人
ら
の
勤
務
や
百
姓
へ
の
支
配
の
あ
り
方
に
つ
い
て
「
（
仮
）
公
事
帳」を作成したといっている。しかし、「遠海」にある八重山の統治は難しく、ふたたび風俗が乱れ、
百姓が難儀してきたので、「去卯年」（一七四七）以来、改めて「締方」を申し付け、百姓の生活は良
く
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
う
え
さ
ら
に
王
府
か
ら
「
在
番
・
頭
以
下
役
々
之
規
模
」
を
下
さ
れ
れ
ば
、
百
姓
の
生
活
は
さ
ら
に
よ
く
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
。
野村が作成した規模帳は「諸座御蔵規模帳」であり、役人らの勤務や百姓支配についてまとめたも
のは「（仮）公事帳」といっている。「諸座御蔵規模帳」は「諸役所の規模帳」という意味で、別のと
こ
ろ
で
、
「
先
年
故
恩
納
親
方
・
奥
武
親
雲
上
御
遣
被
成
、
所
中
万
事
之
支
配
方
規
模
帳
被
相
定
置
候
…
野
村
里
之
子
親
雲
上
在
番
之
時
、
右
規
模
帳
本
ニ
シ
テ
相
調
部
洩
候
品
数
相
補
、
座
々
組
分
規
模
帳
井
例
帳
・
公
事
帳
共
拾
弐
冊
相
事
帳
組
立
、
心
之
及
相
働
候
付
、
漸
々
風
俗
宜
様
相
成
候
得
共
規
模
帳
不
被
下
置
候
得
ハ
、
遠
海
之
所
二
而
別
而
Ｉ
不締之儀有之、島中之風俗難引改、百姓又以可及難儀見及申候、尤去卯年以来締方申渡候付、左
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規
模
帳
に
つ
い
て
は
、
近
世
琉
球
王
国
の
規
模
帳
は
王
府
諸
座
関
係
の
も
の
と
諸
問
切
諸
島
関
係
の
二
種
に
分
か
れ
て
お
り
（
梅
木
二
○
’
’
二
七
五
頁
）
、
こ
こ
で
の
規
模
帳
は
表
題
か
ら
は
王
府
諸
座
関
係
規
模
帳
を
ま
ね
た
諸
島
諸
座
関
係
規
模
帳
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
公
事
帳
は
「
首
里
壬
府
が
、
各
行
政
機
関
の
職
掌
に
応
じ
て
、
公
務
案
件
の
遂
行
、
執
務
上
の
規
定
と
し
て
、
布
達
し
た
文
書
で
あ
る
。
内
容
は
、
各
役
所
の
役
人
の
心
が
ま
え
が
、
よ
り
具
体
的
に
記
述
さ
れ
て
い
る
」
、
例
帳
は
「
首
里
王
府
を
は
じ
め
、
各
間
切
蔵
元
等
に
完
備
さ
れ
た
、
例
規
集
の
こ
と
で
あ
る
。
『
公
事
帳
』
が
、
法
令
例
規
を
ま
と
め
た
ものであるのに対し、『例帳』は、『公事帳』を受け、より具体的に、数量的な例規を集録したもので
あ
る
」
、
そ
し
て
、
「
両
者
は
、
一
対
を
な
す
」
と
説
明
さ
れ
る
（
當
間
一
九
九
戸
九
頁
）
。
野
村
が
作
成
に
か
か
わ
っ
た
八
重
山
島
の
公
事
帳
の
う
ち
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
蔵
元
公
事
帳
」
「
船
手
座
公
事
帳
」
「
御
用
布
座
公
事
帳
」
「
勘
定
座
公
事
帳
」
で
あ
る
。
野
村
の
も
の
が
残
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
た
と
な
い
｡
調
差
登
候
」
と
あ
り
、
野
村
が
恩
納
・
奥
武
の
規
模
帳
を
も
と
に
増
補
し
て
、
「
座
々
組
分
規
模
帳
井
例
帳
・
公
事
帳
」
つ
ま
り
「
役
所
ご
と
の
規
模
帳
・
例
帳
・
公
事
帳
」
を
作
成
し
た
と
い
う
の
は
、
同
じ
内
容
を
い
っ
て
い
る
（
参
遣
状
抜書〔下〕恥一五九）。
八
重
山
・
宮
古
の
先
島
へ
の
検
使
が
か
か
わ
っ
た
王
府
布
達
文
書
は
、
こ
れ
以
降
、
規
模
帳
・
公
事
帳
・
例
帳
と
な
る
の
だ
が
、
与
世
山
以
降
の
理
解
で
は
公
事
帳
・
例
帳
は
各
役
所
単
位
で
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
規
模
帳
は
そ
う
で
は
140
参照。野村
が
八
重
山
の
実
情
に
あ
わ
せ
て
作
成
し
、
王
府
に
持
ち
帰
っ
た
規
模
帳
・
公
事
帳
に
つ
い
て
、
同
じ
乾
隆
一
五
年
二
七
五
○
）
五
月
に
八
重
山
の
首
里
大
屋
子
・
与
人
・
目
差
ら
は
、
「
此
節
御
調
部
被
成
候
規
模
帳
・
公
事
帳
表
相
行
候
ハ
、
、
向
後
公
事
無
支
、
御
奉
公
人
之
為
、
又
百
姓
中
為
二
え
ば
「
富
川
親
方
八
重
山
島
蔵
元
公
事
帳
」
に
「
八
重
山
島
蔵
元
公
事
帳
之
儀
、
野
村
親
雲
上
在
番
詰
之
時
組
立
、
乾
隆
三
拾
三
子
年
与
世
山
親
方
、
成
豊
七
已
年
翁
長
親
方
各
御
検
使
之
時
致
損
益
置
候
」
と
あ
り
、
最
後
に
富
川
が
「
損
益
」
を
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
公
事
帳
は
す
べ
て
役
所
ご
と
に
作
成
さ
れ
た
も
の
を
、
野
村
↓
与
世
山
↓
翁
長
↓
富
川
と
損
益
を
重
ね
な
が
ら
継
承
し
て
い
っ
て
い
る
。
現
存
す
る
八
重
山
の
例
帳
で
も
同
様
の
組
立
・
損
益
を
述
べ
て
お
り
、
「船手座例帳」「所遣座例帳」「仕上世座例帳」が確認されている。
なお、久米島の「久米仲里間切公事帳」は、雍正一一一一年（一七三五）と道光一一年（’八一一一一）の
も
の
が
あ
る
が
、
前
者
は
奥
書
に
「
諸
間
切
諸
島
ざ
は
く
り
公
事
帳
」
と
あ
る
。
問
切
公
事
帳
の
成
立
は
、
上
納
物
を
扱
っ
て
い
た
代
官
が
廃
さ
れ
て
、
雍
正
六
年
（
一
七
二
八
）
に
取
納
奉
行
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
関
連
し
て
、
同
一三年になされた（田里一九八七二一○～一一一頁）。「久米仲里間切公事帳」をはじめ、沖縄本島およ
び
周
辺
離
島
の
も
の
は
、
間
切
番
所
と
各
役
所
の
条
項
に
わ
け
て
記
載
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
分
解
す
れ
ば
役
所単位の「公事帳」になる。久米島および沖縄本島の間切公事帳については［梅木二○一一］［田里
一九八五・’九八六二九八七］［森田一九九五］、また久米島の「公義帳」について［菊山一九七七］を
（（１）
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（８）
野村規模帳について、乾隆一一一一一一年（一七六八）「八重山島諸座御規模帳」（以下、「諸座御規模帳」）の
奥
書
に
記
さ
れ
た
同
帳
の
成
立
経
緯
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
右
八
重
山
島
之
儀
規
模
帳
無
之
差
支
候
付
、
前
々
６
被
仰
渡
置
候
御
手
形
本
に
し
て
野
村
親
雲
上
在
番
詰
之
時
組
立
奉
得
御
差
図
、
其
通
取
行
候
処
、
爾
今
相
替
候
事
共
有
之
、
此
節
諸
事
被
仰
渡
置
候
趣
を
以
損
益
仕
差
上
申
候
以
後
、
誤
写
が
あ
る
が
、
こ
の
「
諸
座
御
規
模
帳
」
は
野
村
規
模
帳
を
も
と
に
し
て
王
府
派
遣
の
在
番
平
良
親
雲
上
らがまとめたものである。同年同内容の「公事帳（規模帳）」によれば、平良親雲上らが上申して、与
世
山
親
方
が
国
王
に
披
露
し
て
「
御
印
」
を
受
け
て
、
八
重
山
に
公
布
し
た
も
の
と
い
っ
て
お
り
、
「
諸
座
御
規
模
帳
」
お
よ
び
「
公
事
帳
（
規
模
帳
）
」
を
こ
こ
で
は
平
良
規
模
帳
と
仮
称
す
る
。
な
お
、
こ
の
規
模
帳
が
公
布
さ
れ
た
乾
隆
一
一
一
三
年
は
、
や
や
複
雑
な
の
だ
が
、
平
良
規
模
帳
を
取
り
次
い
だ
与
世
山
親
方
の
「
与
世
山
規
模
帳
」
が
ま
と
め
ら
れ
茂
可
相
成
奉
存
候
と
、
こ
れ
が
王
府
に
認
め
ら
れ
て
実
行
さ
れ
れ
ば
、
今
後
は
公
務
に
差
し
支
え
が
な
く
な
り
、
士
・
百
姓
の
た
め
に
な
る
と期待している（参遣状抜書〔下〕川一三○）。そして、同一九年王府は、「規模帳井例帳・公事帳共
拾
弐
冊
」
あ
る
い
は
「
規
模
帳
・
公
事
帳
共
拾
弐
さ
つ
」
を
八
重
山
に
布
達
し
た
（
参
遣
状
抜
書
〔
下
〕
恥
一
五
九
）
。
第
三
節
野
村
規
模
帳
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そ
う
す
る
と
、
野
村
規
模
帳
ａ
は
恩
納
・
奥
武
の
も
の
を
手
本
に
し
て
作
成
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
（
参
遣
状
抜
書
〔
下
〕
川
一
五
九
）
、
恩
納
・
奥
武
↓
野
村
↓
平
良
と
い
う
系
譜
関
係
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
野
村
規
模
帳
ａ
（
諸
座
御
蔵
規
模
帳
）
と
平
良
規
模
帳
（
諸
座
御
規
模
帳
）
は
同
じ
表
題
で
あ
り
、
確
認
で
き
る
後
者
の
内
容
は
。
諸
座御規模帳』とあるが、御用布座など蔵元の各部署（座）の規定ではなく、諸政全般の規定となって
（９）
い
る
」
と
い
わ
れ
る
。
「
諸
座
御
規
模
帳
」
の
「
目
録
」
最
初
の
部
分
を
紹
介
す
る
と
、
一
一
、
高
井
年
貢
定
納
之
事
二
一
、
流
罪
人
上
納
米
之
事
て
八
重
山
に
下
さ
れ
た
年
で
も
あ
る
。
平
良
規
模
帳
の
奥
書
で
は
、
恩
納
・
奥
武
の
規
模
帳
に
つ
い
て
は
い
わ
れ
て
い
な
い
が
、
あ
る
い
は
「
前
々
６
被
仰
渡
置
候
御
手
形
」
で
、
個
別
の
案
件
に
対
す
る
王
府
の
文
書
布
達
と
と
も
に
、
恩
納
・
奥
武
の
文
書
を
い
っ
て
い
る
の
であろう。文一一一一口では、初めて野村が壬府の命によって規模帳を組み立てたとしている。そして、その
内
容
は
与
世
山
・
翁
長
・
富
川
の
も
の
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
（
黒
島
一
九
九
七
“
七
三
頁
）
。
ただ野村規模帳は、野村が組み立てたという「諸座御蔵規模帳」Ⅱ「座々組分『規模帳芒と、その
後
に
王
府
か
ら
布
達
さ
れ
る
べ
き
と
し
た
「
在
番
・
頭
以
下
役
々
之
規
模
（
帳
と
の
二
種
類
が
い
わ
れ
て
お
り
（
参
遣
状
抜
書
〔
下
〕
川
一
二
九
・
’
五
九
）
、
こ
こ
で
は
前
者
を
野
村
規
模
帳
ａ
、
後
者
を
野
村
規
模
帳
ｂ
と
し
て
議
論
し
て
し。
〈
◎
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三
一
、
右
同
出
入
之
時
平
等
所
御
御
届
方
之
事
四
一
、
夫
賃
米
井
御
用
物
調
料
穀
高
定
之
事
五
一
、
模
合
貯
穀
定
之
事
六
一
、
御
用
物
調
料
不
足
二
而
御
所
帯
御
物
差
足
候
時
二
付
届
之
事
七
一
、
夫
賃
米
引
合
方
之
事
八
一
、
上
納
石
運
賃
惣
様
所
江
被
仰
付
候
事
九
一
、
所
之
用
物
代
米
積
過
有
之
候
共
運
賃
無
二
被
仰
定
候
事
十
一
、
宮
古
島
地
船
作
事
料
付
届
方
之
事
で
、
最
後
は
「
六
十
一
、
諸
村
諸
方
江
船
路
往
来
定
之
事
」
で
あ
る
。
蔵
元
を
中
心
と
し
た
役
所
で
の
業
務
に
必
要
な
例
規
集
の
よ
う
な
内
容
で
、
「
諸
座
」
（
各
役
所
）
に
分
類
し
た
も
の
で
は
な
く
、
蔵
元
と
い
う
く
く
り
で
ま
と
め
ら
れ
た
「
王
府
諸
座
関
係
」
的
な
規
模
帳
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
与
世
山
以
降
の
公
事
帳
的
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
。
これが野村規模帳ａだとすると、与世山以降の規模帳とは企画や編集の仕方が異なっている。
「
諸
座
御
規
模
帳
」
の
後
半
に
「
五
一
一
、
諸
物
代
定
之
事
」
が
あ
り
、
「
公
事
帳
（
規
模
帳
）
」
で
は
こ
の
項
が
全
体
の
分
量
の
約
四
分
の
一
を
占
め
る
と
い
う
（
黒
島
一
九
九
七
》
七
四
頁
）
。
こ
れ
は
、
八
重
山
の
あ
ら
ゆ
る
産
物
の
（川）
「
代
」
、
つ
ま
り
人
頭
税
に
お
け
る
代
納
の
レ
ー
ト
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
独
立
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
史
料
に、「八重山島諸物代付帳」（以下、「諸物代付帳」）があり、「諸座御規模帳」からは「諸物代走之事」
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四
六
一
、
御
用
布
紺
赤
染
二
而
織
候
節
重
代
定
之
事
四
七
一
、
御
用
布
染
入
目
定
之
事
四
九
一
、
馬
房
井
牛
皮
泡
（
泥
？
）
障
刀
皮
調
料
定
之
事
五
二
一
、
諸
物
遣
賃
定
之
事
六
十
一
、
諸
村
諸
方
江
船
路
往
来
定
之
事
が
「
諸
物
代
付
帳
」
に
移
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
諸
物
代
付
帳
」
は
、
奥
書
に
よ
る
と
野
村
が
在
番
在
勤
中
に
組
み
立
て
、
与
世
山
・
翁
長
・
富
川
の
損
益
に
よ
り
公
布
さ
れ
た
も
の
で
、
組
立
・
損
益
の
経
緯
は
公
事
帳
と
同
様
で
あ
る
。
与
世
山
は
「
諸
物
代
付
帳
」
を
損
益
し
て
公
布
し
て
お
り
、
同
時
に
そ
れ
を
含
む
「
諸
座
御
規
模
帳
」
の
公
布
も
認
め
て
い
て
矛
盾
す
る
よ
う
な
の
だ
が
、
先
述
し
た
よ
う
に
そ
も
そ
も
「
諸
座
御
規
模
帳
」
Ⅱ
「
公
事
帳
（
規
模
帳
と
Ⅱ
平
良
規
模
帳
は
、
検
使
の
取
次
と
い
う
こ
と
か
ら
も
公
布
ま
で
の
経
緯
が
与
世
山
以
降
の
規
模
帳
な
ど
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
平
良
規
模
帳
は
、
野
村
規
模
帳
ａ
ｂ
と
「
与
世
山
規
模
帳
」
の
隙
間
に
存
在
す
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
野
村
規
模
帳
ａ
と
「
諸
座
御
規
模
帳
」
「
公
事
帳
（
規
模
帳
と
Ⅱ
平
良
規
模
帳
の
一
部
を
も
っ
て
「
諸
物
代
付
帳
」
が
成
立
し
た
と
し
て
ｌ
そ
れ
を
野
村
組
立
文
書
と
い
っ
て
い
る
点
に
問
題
が
残
る
が
ｌ
、
で
は
残
余
の
部
分
は
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
のほかに、
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「
諸
座
御
規
模
帳
」
と
同
じ
宮
良
殿
内
文
庫
に
「
八
重
山
島
蔵
元
公
事
帳
」
が
あ
る
。
組
立
・
損
益
は
野
村
↓
与
世
山
↓
翁
長
で
、
成
豊
七
年
二
八
五
七
）
「
翁
長
親
方
八
重
山
島
蔵
元
公
事
帳
」
で
あ
る
。
そ
の
後
の
、
富
川
親
方
に
よ
る
損
益
に
よ
る
「
富
川
親
方
八
重
山
島
蔵
元
公
事
帳
」
は
別
に
存
在
す
る
。
宮
良
殿
内
「
八
重
山
島
蔵
元
公
事
帳
」
は
、
現
状
で
は
同
史
料
を
覆
う
よ
う
に
前
後
に
別
の
表
紙
が
あ
り
、
と
も
に
別の表題が記されている。
表
紙
「
乾
隆
三
十
四
年
乙
丑
各
村
江
御
渡
／
相
成
候
事
／
八
重
山
島
諸
座
御
規
模
帳
」
内
題
「
八
重
山
島
蔵
元
公
事
帳
／
松
茂
氏
／
當
宗
」
（
同
文
異
筆
で
二
つ
あ
る
）
本
文
（
八
重
山
島
蔵
元
公
事
帳
の
内
容
）
裏
表
紙
「
八
重
山
島
諸
座
御
規
模
帳
」
そ
し
て
、
裏
表
紙
の
丁
の
オ
モ
テ
（
五
三
頁
）
に
、
此
之
一
冊
元
御
規
模
之
由
二
而
候
処
、
是
迄
御
改
替
度
々
相
成
用
捨
二
候
得
共
、
御
規
模
之
旧
本
二
而
以
後
之
見
合
二
も
可
相
成
与
、
崎
山
与
人
之
時
貰
取
候
事
／
松
茂
氏
小
浜
与
人
／
石
垣
當
意
と
あ
る
。
こ
の
一
文
は
「
諸
座
御
規
模
帳
」
の
デ
ー
タ
だ
と
考
え
て
よ
く
、
こ
の
一
冊
は
も
と
の
規
模
帳
で
、
こ
れ
ま
でたびたび改編されて、内容の取捨選択（損益）があったが、規模帳の旧本を今後も参照することも
あ
る
か
と
、
崎
山
与
人
の
と
き
に
貰
い
受
け
て
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
実
は
先
に
紹
介
し
た
「
諸
座
御
規
模
帳
」
は
平
良
親
雲
上
ら
か
ら
西
表
島
の
「
崎
山
村
／
役
人
中
」
に
下
さ
れ
た
も
の
で
、
宮
良
殿
内
が
所
蔵
す
る
経
緯
と
も
適
合
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壬
府
布
達
文
書
の
特
徴
は
、
た
と
え
ば
「
与
世
山
規
模
帳
」
の
の
ち
「
翁
長
規
模
帳
」
が
公
布
さ
れ
る
と
、
「
与
世
山
規模帳」じたいは保存する必要がなくなる、つまり、「翁長規模帳」にはそれ以降に遵守すべきすべて
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
禁
止
事
項
は
ど
の
規
模
帳
に
も
常
に
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
引
き
続
き
禁
止
さ
れ
て
い
た
と
い
う
だ
け
で
あ
り
、
よ
く
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
条
項
が
な
く
な
ら
な
い
と
い
う
だ
け
で
、
必
ず
し
も
禁
止
事
項
が
遵
守
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
証
拠
に
は
な
ら
な
い
。
先
の
一
文
は
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
規
模
帳
を
、
何
か
の
際
に
前
例
を
確
認
す
る
こ
と
を
考
え
て
、
貰
い
受
け
て
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
諸
座
御
規
模
帳
」
は
、
平
良
以
降
の
損
益
版
が
公
布
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
（
文
書
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
の
で
）
、
一
部
が
「
諸
物
代
付
帳
」
と
な
り
、
残
余
の
条
項
が
、
与
世
山
以
後
の
規
模
帳
や
公
事
帳
に
引
き
取
ら
れ
て
分
散
し
、
格
護
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
野
村
規
模
帳
ａ
を
中
心
に
す
る
と
、
恩
納
（
佐
渡
山
）
・
奥
武
の
規
模
帳
か
ら
野
村
規
模
帳
ａ
へ
の
連
続
性
は
一
部
で
否
定
的
で
は
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
継
続
し
て
い
る
と
み
て
よ
く
、
野
村
規
模
帳
ａ
は
平
良
規
模
帳
に
継
承
さ
れ
た
。
平
良
規
模
帳
は
一
部
が
「
諸
物
代
付
帳
」
と
な
り
、
残
余
は
そ
の
他
の
規
模
帳
・
公
事
帳
に
分
散
し
、
以
後
、
野
村
規
模
帳
ａ
・
平
良
規
模
帳
の
形
式
・
内
容
の
文
書
は
な
く
な
っ
た
。
し
て
い
る
。
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といい、評定所の認可を得て、八重山の在番と頭に給している（与世山規模帳肋二一一五）。まず、宮古
が前の検使の派遣を受けて年月が経過して、風俗が変わり百姓が農業を怠って年貢・上納が準備でき
ず、このままでは生活が続かなくなるとして、王府に検使の派遣を求めた。このことは、「与世山親方
残された野村規模帳ｂ、つまり乾隆一五年五月に「在番・頭以下役々之規模（帳）」といわれ、王府
からの布達が求められた規模帳は（参遣状抜書〔下〕恥一二九）、どうなったのであろうか。その一八
年後に布達された「与世山親方八重山島規模帳」から、それを探ってみたい。
「与世山規模帳」の作成意図や成立過程はどういうものであったのだろうか。先にみた公事帳・例帳
と
同
じ
よ
う
に
、
奥
書
の
部
分
を
み
て
み
よ
う
。
右従前々難被仰渡置候、宮古島之儀御検使被差渡程久敷相成、風俗相変百姓農業相怠り年貢上納
も調兼、当分之様子二而ハ先々取続候儀不罷成体二相及候二付、御検使被差渡改方被仰付度旨願
出有之、八重山島江ハ右之訟出無之候得共、大概宮古島同篇及衰微候段相聞得候付、八重山しま
第
四
節
与
世
山
以
降
の
規
模
帳
候
、
以
上
諸事動方之次第委細此中取行来候公事帳損益を以相渡候間、卿無緩疎相守候様堅ク被仰付可被下
江茂被差渡候間、厳密相糺候様被仰付、不宜儀ハ相改、右通条書を以申渡候、且又在番・頭以下
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宮
古
島
規
模
帳
」
で
も
同
様
に
い
っ
て
い
る
（
二
九
頁
）
。
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
「
在
番
・
頭
以
下
諸
事
勤
方
之
次
第
委
細
此
中
取
行
来
候
公
事
帳
損
益
を
以
相
渡
候
」
の
部
分
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
「
与
世
山
規
模
帳
」
の
内
容
と
編
纂
方
針
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
り
、
前
半
で
い
っ
て
い
る
内
容
「
在
番
・
頭
以
下
諸
事
勤
方
之
次
第
」
は
、
乾
隆
一
五
年
二
七
五
○
）
五
月
に
野
村
が
王
府
に
求
め
た
「
在
番
・
頭
以
下
役
々
之
規
模
（
帳
と
Ⅱ
野
村
規
模
帳
ｂ
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
与
世
山
規
模
帳
」
は
野村が求めた規模帳ｂを一八年後に実現したものであったとみることができる。
そ
こ
で
与
世
山
が
参
考
に
し
た
の
は
、
後
半
に
い
う
「
此
中
取
行
来
候
公
事
帳
」
、
つ
ま
り
野
村
が
組
み
立
て
た
公
事
帳
で
あ
り
、
そ
れ
を
損
益
し
て
編
集
し
た
の
が
「
与
世
山
規
模
帳
」
な
の
で
あ
る
。
以
後
、
翁
長
・
富
川
と
続
い
て
八
重
山
へ
布
達
さ
れ
る
規
模
帳
は
、
こ
の
規
模
帳
の
編
纂
方
針
を
継
承
す
る
こ
と
に
な
る
。
前
述
し
た
「
与
世
山
親
方
宮
古
島
規
模
帳
」
奥
書
も
、
「
在
番
・
頭
以
下
諸
事
勤
方
之
次
第
委
細
此
中
取
行
来
候
公
事
帳
損
益
を
以
相
渡
候
」
は
ま
っ
た
く
同
文
で
、
公
事
帳
な
ど
は
八
重
山
と
同
じ
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
宮古の公事帳（および例帳）については、乾隆二一一一年（一七五八）から同一一五年まで宮古島在番で
あ
っ
た
志
喜
屋
親
雲
上
が
組
み
立
て
た
と
あ
り
、
そ
の
後
、
与
世
山
↓
翁
長
↓
富
川
と
損
益
が
行
な
わ
れ
て
お
り
（
富
川
親
方
宮
古
島
仕
上
世
座
公
事
帳
、
富
川
親
方
宮
古
島
諸
村
公
事
帳
、
富
川
親
方
宮
古
島
仕
上
世
座
例
帳
、
宮
古
島
科
（、）
人
公
事
帳
）
、
与
世
山
の
時
に
は
八
重
山
島
と
同
様
な
状
態
で
あ
っ
た
。
乾
隆
二
五
年
志
喜
屋
親
雲
上
へ
の
褒
美
（
取
成
）
状
は
、
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
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通
規
模
二
相
成
候
仕
置
段
々
相
調
部
抜
群
之
働
二
御
座
候
間
、
為
御
褒
美
右
通
被
成
下
度
奉
存
候
事
辰
九
月
廿
八
日
文中の「万締方公事帳」は、在番の志喜屋親雲上とその在番筆者（二名）、地元の頭（一一一名）の計六
名
が
検
討
し
て
、
百
姓
の
疲
弊
対
策
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
別
に
腰
書
き
に
五
名
の
名
と
褒
賞
内
容
を
記
し
た
文
之
節
可
差
出
旨
申
渡
置
候
処
、
拾
五
冊
一
一
相
調
今
般
持
登
候
間
、
御
物
奉
行
江
相
調
部
さ
せ
此
節
可
差
遣
候
件
之
宮
古
島
公
事
帳
井
例
帳
、
諸
雑
物
代
付
帳
無
之
差
支
候
付
、
先
在
番
故
当
間
親
雲
上
江
調
方
申
渡
、
佐
久
本
親
雲
上
次
請
取
相
調
部
、
去
丑
年
差
出
候
処
段
々
損
益
相
見
へ
候
付
、
志
喜
屋
親
雲
上
二
而
現
当
相
行
損
益
相
糺
帰
帆
人
江
申
渡
候
処
、
別
紙
条
書
を
以
申
出
候
付
、
在
番
井
筆
者
、
頭
熟
談
之
上
役
々
御
定
外
夫
相
付
、
其
上
旅
立
家
作
時
々
用
事
之
節
茂
細
工
人
迄
無
賃
米
二
而
召
仕
候
儀
、
其
外
無
理
之
課
役
等
致
禁
止
候
付
、
百
姓
小
役
過
半
相
減
、
左
候
而
在
番
方
井
役
々
江
者
詔
之
上
八
重
山
島
丼
所
望
夫
高
相
究
、
且
在
番
以
下
役
々
払
物
之
儀
蔵
方
支
配
又
者
相
対
二
而
売
渡
代
米
首
尾
方
蔵
方
６
上
納
米
同
前
致
取
納
候
儀
共
差
留
、
右
外
二
茂
万
締
方
公
事
帳
一
一
書
載
堅
申
渡
置
候
間
、
役
々
其
守
達
有
之
職
事
入
念
相
励
候
ハ
、
漸
々
百
姓
有
付
申
積
之
由
書
付
を
以
申
出
候
、
且
又
宮
古
島
在
番
／
志
喜
屋
親
雲
上
右
者
宮
古
島
之
儀
、
比
年
百
姓
疲
入
及
難
儀
候
間
、
随
分
致
下
知
、
近
年
中
百
姓
引
起
さ
せ
候
様
、
去
寅
年
在
番
志
喜
屋
親
雲
上
江
委
曲
申
渡
候
処
、
志
喜
屋
罷
渡
下
知
方
之
手
組
、
且
島
中
風
俗
相
糺
候
事
共
可
申
出
旨
、
頭
三
覚
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八
重
山
の
規
模
帳
は
、
初
期
の
恩
納
（
佐
渡
山
）
↓
奥
武
↓
野
村
規
模
帳
ａ
↓
平
良
と
い
う
「
諸
座
御
規
模
帳
」
系
統はなくなり、野村規模帳ｂⅡ「与世山規模帳」↓「翁長規模帳」↓「富川規模帳」が近世後期にお
け
る
八
重
山
の
規
模
帳
と
し
て
機
能
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
八
重
山
島
在
番
と
し
て
王
府
布
達
文
書
の
基
礎
を
築
い
た
野
村
（
里
之
子
）
親
雲
上
安
孝
と
、
宮
古
で
公
事
帳
な
ど
を
調
製
し
た
志
喜
屋
親
雲
上
安
屋
は
、
実
は
兄
弟
で
あ
っ
た
。
兄
弟
で
あ
る
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
書もある（平良一九八七率四～五頁）。
そ
し
て
、
前
の
在
番
で
あ
る
当
間
親
雲
上
が
調
査
し
佐
久
本
親
雲
上
が
調
え
た
「
宮
古
島
公
事
帳
井
例
帳
、
諸
雑
物
代
付帳」を、志喜屋親雲上が実地で確認して、「拾五冊」にまとめて王府へ提出、これが御物奉行の審査
を
経
て
、
宮
古
に
布
達
さ
れ
た
（
毛
姓
家
譜
支
流
卵
七
八
三
頁
）
。
当
間
↓
佐
久
本
の
下
準
備
を
経
て
、
志
喜
屋
が
調
製
し
た
「
諸
雑
物
代
付
帳
」
は
、
宮
古
で
は
す
で
に
こ
の
時
か
ら
一
つ
の
文
書
と
し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
八
重
山
で
野
村が作成したというのと符号している。さらに、「志喜屋親雲上らの対策が円滑に機能しない構造的な
体
質
が
あ
り
、
こ
れ
が
与
世
山
親
方
派
遣
の
起
因
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
の
指
摘
が
あ
る
（
平
良
一
九
八
七
》
五頁）。
お
わ
り
に
ｌ
野
村
親
雲
上
と
志
喜
屋
親
雲
上
の
働
き
Ｉ
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王府の先島支配にとってひじょうに重要な役割を果たしたこの兄弟の経歴をみてみよう。野村は、「御
使者在番記」（一一四五頁）によれば、「在番首里毛氏野村里之子親雲上安孝」で、乾隆一三年（一七四八）
七
月
一
○
日
に
八
重
山
に
下
着
し
、
同
一
五
年
五
月
二
○
日
に
八
重
山
を
離
任
し
て
い
る
。
当
時
の
八
重
山
で
は
元
の
在
番
大
山
親
雲
上
に
よ
る
杣
山
仕
立
松
焼
失
事
件
の
処
理
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
野
村
は
、
野
村
親
方
安
察
の
長
男
と
し
て
、
康
煕
一
一
一
九
年
（
一
七
○
○
）
に
生
ま
れ
た
。
雍
正
六
年
（
一
七
二
八
）
山
奉
行
、
同
一
一
年
取
納
奉
行
を
経
て
、
乾
隆
元
年
（
一
七
三
六
）
に
は
大
御
支
配
（
元
文
検
地
）
に
際
し
て
国
中
の
河
川
を
改
修
す
る
た
め
、
「
学
水
理
之
職
」
に
任
じ
ら
れ
た
。
同
四
年
御
物
奉
行
を
経
て
、
同
五
年
に
は
決
川
奉
行
に
「
再
任
」
さ
れ
た
と
あ
り
、
乾
隆
元
年
も
同
奉
行
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
同
七
年
普
請
奉
行
に
任
じ
ら
れ
た
の
（旧）
ち
、
同
九
年
に
は
御
支
配
竿
頭
と
な
り
、
同
奉
行
幸
地
親
方
に
従
っ
て
伊
平
屋
・
伊
江
両
島
を
回
っ
て
い
る
。
同
一
一
年
高
奉
行
に
任
じ
ら
れ
た
が
、
同
一
三
年
在
任
中
の
在
番
が
死
去
し
た
た
め
急
遼
八
重
山
在
番
に
任
じ
ら
れ
た
（
毛
姓
家譜支流皿七七五～七七六頁）。
志
喜
屋
親
雲
上
安
屋
は
、
野
村
親
方
安
察
の
四
男
と
し
て
、
康
煕
四
六
年
（
一
七
○
七
）
に
生
ま
れ
、
兄
安
孝
と
は
七
歳
違
い
で
あ
る
。
乾
隆
六
年
（
一
七
四
一
）
杣
山
奉
行
筆
者
、
同
九
年
山
奉
行
職
と
な
り
、
同
二
年
中
頭
方
山
奉
の
家
は
毛
姓
で
あ
り
、
彼
ら
の
祖
父
安
平
は
大
新
城
親
方
安
基
の
四
世
安
則
の
第
四
子
で
分
家
し
た
。
同
じ
大
新
城
親
方
安
基
の
五
世
安
成
の
第
二
子
が
、
最
初
の
八
重
山
島
規
模
帳
を
作
成
し
た
佐
渡
山
（
恩
納
）
安
治
で
あ
る
（
氏
集
い
三一一一・一一一四頁）。
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行
職
を
兼
任
し
、
同
一
二
年
山
奉
行
交
代
の
年
で
あ
っ
た
が
察
温
の
杣
山
巡
見
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
か
ら
、
山
奉
行
を
続
け
た
。
そ
の
後
、
乾
隆
一
七
年
進
貢
船
の
官
舎
と
な
っ
て
中
国
へ
渡
り
、
冠
船
に
か
か
わ
っ
て
中
国
側
と
の
折
衝
にもあたった。帰国して、御船手奉行職などを務めたのち、乾隆二一一一年から同二五年まで宮古島在番
を務めた。宮古から帰任して、久米島在番を務めている（毛姓家譜小宗四七八一～七八三頁）。
野村・志喜屋ともに、王府派遣の八重山在番・在番筆者の経歴でいえば、察温によるいわゆる元文
検地の時期の役人としてくくることができ、ほかにも「御支配竿頭」や「国中地方御支配為針図方筆
者
」
な
ど
を
務
め
た
者
た
ち
、
あ
る
い
は
察
温
の
施
策
の
中
で
地
方
行
政
の
専
門
家
が
育
っ
て
お
り
、
時
期
的
に
は
少
し遅れるが、そのようなキャリアの役人が先島へ派遣されている（得能一一○○三》七一一一頁）。
野
村
・
志
喜
屋
の
場
合
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
技
術
者
で
あ
っ
た
が
、
壬
府
の
先
島
統
治
に
と
っ
て
重
要
な
布
達
文
書の基本的な形式を作り上げた。先述のように沖縄本島、周辺離島での公事帳は雍正一一一一年（’七三五）
に作成されたが、二人の仕事はそれよりやや遅れており、さらに彼らの文書作成の働きまでも察温の
影響とみるには証拠はないが、察温時代を支えた役人であったということはできる。その時代と人を
契機に、先島に王府から布達きれる文書の形式が整っていったのである。
先島の公事帳は各役所のものだけではなく、「与世山親方上国公事帳」「翁長親方八重山島上国役人
公事帳」「八重山島諸村所役公事帳」などがあり、さらに王府布達文書としては「八重山島諸締帳」「八
重
山
島
杣
山
職
務
帳
」
「
八
重
山
島
農
務
帳
」
な
ど
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
組
立
・
損
益
は
必
ず
し
も
小
稿
で
み
た
も
の
と
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同じではない。それらの検証とともに、［新城二○’四エハ八頁］でも指摘されているが、「八重山島
諸締帳」を組み立てた道光一三年（一八四一一）の使者石原親雲上の存在などについても検証しなくて
は
な
ら
な
い
。
【注】
（１）往復文書のうち、参遣状については二参遣状』の古文書学的考察」（得能一九九八）で検討を加えたが、そ
の際に分析の対象としたのは石垣島豊川家文書の「参遣状抜書」であった。「参遣状」などは、石垣島のいく
つ
か
の
旧
家
に
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
量
的
に
も
っ
と
も
多
い
も
の
は
喜
舎
場
永
殉
旧
蔵
史
料
に
あ
る
。
同
史
料
は
二
○
一
二
年
に
石
垣
市
立
八
重
山
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
（
「
八
重
山
毎
日
新
聞
」
二
○
一
二
年
一
○
月
一
八
日
）
、
喜
舎
場
永
殉
資
料
調
査
会
な
る
も
の
が
設
立
さ
れ
て
、
整
理
・
調
査
・
分
析
を
す
る
と
い
う
（
同
前
二
○
一
四
年
二
月
一
日
社
説
）
。
現
在
の
と
こ
ろ
原本は公開されておらず、石垣市教育委員会市史編集課が二○一五年三月に刊行した『石垣市史叢書Ⅲ』の
「
参
遣
状
（
喜
舎
場
永
殉
旧
蔵
史
料
）
１
」
が
唯
一
、
そ
の
内
容
を
公
開
し
て
い
る
。
し
か
し
、
同
書
所
収
分
は
康
煕
二
五
年
（’六八六）から同三七年（’六九八）までであり（石垣市教育委員会市史編集課二○’五）、継続して編集
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
「
参
遣
状
」
だ
け
で
も
全
貌
を
み
る
の
は
か
な
り
先
の
こ
と
に
な
る
。
十
分
な
保
存
措
置
を
講
じ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
そ
れ
と
同
時
に
デ
ジ
タ
ル
で
よ
い
の
で
、
原
本
の
早
急
な
公
開
を
求
め
た
い
。
と
い
う
の
も
、
喜
舎
場
永
殉
旧
蔵
史
料
は
彪
大
か
つ
重
要
な
内
容
を
擁
す
る
も
の
で
あ
り
、
歴
史
学
を
は
じ
め
八
重
山
研
究
が
そ
の
公
開
を
ま
っ
て
、
停
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（６） ／￣へ５
、－〆
／￣へ〆￣へ
４３
，－〆、－〆 滞する恐れがあるからである。しかし、研究の停滞をきたさないためには、すでに公開されている史料はも
ちろんだが、喜舎場永殉旧蔵史料にかかわる文書は、これまで流布してきたジョージ．Ｈ・カー撮影という
た
い
へ
ん
条
件
の
悪
い
マ
イ
ク
ロ
に
よ
っ
て
研
究
を
進
め
、
喜
舎
場
永
殉
旧
蔵
史
料
公
開
の
の
ち
改
め
て
加
筆
・
訂
正
を
す
る
しかないであろう。今後の加筆・訂正というのは、先述の［得能一九九八］だけでなく、喜舎場永殉以後の
多くの八重山研究で求められることになるだろう。八重山（史）の研究は、そういう段階にある。
（２）宮古島では、順治一七年（一六六○）とみられる喜屋武親方の仕置の一部が確認されている（平良二○一二》
一三一頁）。
八重山の規模帳、とくに「翁長親方八重山島規模帳」について［高良一九八九］［新城二○一四］を参照。
小稿のもととなった［得能二○○四］は、発表誌の都合で短縮したものになっており、またその後に確認で
き
た
史
料
も
あ
っ
て
、
大
幅
に
加
筆
・
訂
正
し
た
。
「球陽」Ⅲ一四八（球陽八重山関係記事集〔上〕川四）に、成化二二年（一四八六）のこととして、「毛国端、
八重山の妄りに安真理を祭るを禁裁す」とあって、恩納親方安治が「伊里幾屋安真理」（神名）の祭を禁止し
たことになっている。この記事は、恩納の派遣年次が異なっているなど、「球陽」の誤記であることが確認さ
れている（崎山一九七四、宮平一九七八、田名一九九二、得能一一○一一一一）。
規模帳作成の動機となる「最近では在番・頭が交代するとそれぞれの考えで支配を行ない、規則が一定でな
く百姓が難儀している」は、「与世山規模帳」（肋一附）でいう「諸事被仰渡置候御仕置之外、在番・頭時々
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見
立
次
第
取
行
候
而
者
狼
之
基
不
宜
候
」
と
同
じ
で
あ
る
。
（７）久米島の「公義帳」は［菊山一九七七］などで指摘されているように、奥書に「諸間切諸島さはくり公事帳」
と
あ
り
、
沖
縄
で
公
事
帳
が
作
成
さ
れ
た
年
で
あ
る
雍
正
一
三
年
の
作
成
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ほ
か
の
沖
縄
本
島
お
よ
び
周
辺
離
島
の
「
公
事
帳
」
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
（
８
）
宮
良
殿
内
文
庫
は
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
、
同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
琉
球
・
沖
縄
デ
ジ
タ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
で
原
本
、
翻
刻
、
解
説
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
八
重
山
島
諸
座
御
規
模
帳
」
は
恥
○
二
九
に
あ
る
が
、
そ
の
表
題
が
書
か
れ
た
表
紙
は
、
現
在
、
同
規
模
帳
の
部
分
で
は
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
『
八
重
山
諸
島
を
中
心
と
し
た
古
文
書
調
査
報
告
書
罠
沖
縄
県
教
育
庁
文
化
課
一
九
八
一
二
○
五
頁
）
で
は
名
称
を
「
八
重
山
島
諸
座
御
規
模
帳
」
と
し
て
あ
り
、
表
題
が
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
表
題
を
記
し
た
紙
は
、
現
在
、
同
文
庫
「
八
重
山
島
蔵
元
公
事
帳
」
に
み
ら
れ
る
。
（９）琉球大学附属図書館琉球・沖縄デジタルギャラリー「八重山島諸座御規模帳」解説（豊見山和行）。
（、）「諸物代付帳」は「物価の一覧」ともいわれるが、そのような利用も想定できるかもしれないが、公示価格で
あ
り
、
本
来
は
人
頭
税
代
納
の
レ
ー
ト
で
あ
る
。
’
八
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀
後
半
ま
で
変
化
は
な
く
、
運
用
し
だ
い
で
融
通
の
き
く
税
制
な
ら
ば
と
も
か
く
、
実
際
の
商
売
の
レ
ー
ト
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
（、）「諸村公事帳」の成立は、「富川親方宮古島諸村公事帳」は志喜屋が組み立て、与世山↓翁長↓富川と損益さ
れ
て
い
る
が
、
「
富
川
親
方
八
重
山
島
諸
村
公
事
帳
」
は
与
世
山
が
組
み
立
て
、
翁
長
↓
富
川
と
損
益
さ
れ
て
い
る
。
（
、
）
野
村
が
御
支
配
期
の
役
人
と
し
て
活
躍
し
た
経
歴
は
、
八
重
山
在
任
中
で
は
、
乾
隆
一
四
年
二
七
四
九
）
に
、
「
与
那
国
烏
山
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【史料一覧】↓は【参考文献］参照
氏
集
…
企
画
部
市
史
編
集
室
『
氏
集
首
里
那
覇
那
覇
市
史
資
料
篇
第
１
巻
５
別
冊
』
那
覇
市
役
所
一
九
七
六
年
翁長親方八重山島規模帳（翁長規模帳）↓沖縄県立図書館史料編集室一九八九、石垣市総務部市史編集室一九九四
翁長親方八重山島蔵元公事帳↓沖縄県立図書館史料編集室一九九一、石垣市総務部市史編集室一九九三
翁
長
親
方
八
重
山
島
上
国
役
人
公
事
帳
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
九
一
翁
長
親
方
八
重
山
島
諸
締
帳
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
八
九
翁
長
親
方
八
重
山
島
船
手
座
公
事
帳
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
九
一
球
陽
…
球
陽
研
究
会
『
球
陽
読
み
下
し
編
』
角
川
書
店
一
九
七
四
年
球
陽
八
重
山
関
係
記
事
集
〔
上
〕
↓
石
垣
市
教
育
委
員
会
市
史
編
集
課
二
○
一
三
公
事
帳
（
規
模
帳
）
↓
黒
島
一
九
九
七
久米仲里間切公事帳…沖縄久米島調査委員会『沖縄久米島資料篇沖縄久米島の言語・文化・社会総合的研究報
告
書
』
弘
文
堂
御
使
者
在
番
記
↓
沖
縄
県
沖
縄
史
料
編
集
所
一
九
八
一
参
遣
状
…
喜
舎
場
永
均
旧
蔵
史
料
為
竿
針
」
（
山
の
測
量
、
針
図
作
成
の
調
査
か
）
が
あ
る
。
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参遣状〔喜舎場永殉旧蔵史料〕１↓石垣市教育委員会市史編集課二○一五
参遣状抜書〔上〕↓石垣市総務部市史編集室一九九五ａ
参遣状抜書〔下〕↓石垣市総務部市史編集室一九九五ｂ
富川親方宮古島仕上世座公事帳↓沖縄県立図書館史料編集室一九九一
富川親方宮古島仕上世座例帳↓沖縄県立図書館史料編集室一九九一
富川親方宮古島諸村公事帳↓沖縄県立図書館史料編集室一九九一
富川親方八重山島勘定座公事帳↓沖縄県立図書館史料編集室一九九一
富川親方八重山島規模帳（富川規模帳）↓沖縄県立図書館史料編集室一九八九、石垣市総務部市史編集課二○○四
富川親方八重山島蔵元公事帳↓沖縄県立図書館史料編集室一九九一、石垣市総務部市史編集室一九九三
富川親方八重山島御用布座公事帳↓沖縄県立図書館史料編集室一九九一
富川親方八重山島仕上世座例帳↓沖縄県立図書館史料編集室一九九一
富川親方八重山島諸締帳↓沖縄県立図書館史料編集室一九八九
富川親方八重山島諸村公事帳↓沖縄県立図書館史料編集室一九九「石垣市総務部市史編集室一九九二
富川親方八重山島杣山職務帳↓沖縄県立図書館史料編集室一九八九
富
川
親
方
八
重
山
島
所
遣
座
例
帳
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
九
一
富
川
親
方
八
重
山
島
農
務
帳
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
八
九
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富
川
親
方
八
重
山
島
船
手
座
公
事
帳
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
九
一
富
川
親
方
八
重
山
島
船
手
座
例
帳
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
九
一
宮古島科人公事帳↓平良市史編さん委員会一九八八、沖縄県立図書館史料編集室一九九一
毛
姓
家
譜
支
流
（
大
工
廻
家
）
↓
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
一
九
八
二
八重山鳥蔵元公事帳…宮良殿内文庫（琉球大学附属図書館デジタルギャラリーⅢ○○五）
八重山島諸座御規模帳（諸座御規模帳）…宮良殿内文庫（琉球大学附属図書館デジタルギャラリー恥○一一九）
八
重
山
島
諸
締
帳
（
富
川
）
↓
新
城
一
九
七
七
、
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室
一
九
九
一
八
重
山
島
諸
村
公
事
帳
（
富
川
）
↓
玻
名
城
一
九
八
一
八
重
山
島
諸
村
所
役
公
事
帳
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
九
一
、
黒
島
一
九
九
七
八
重
山
鳥
諸
物
代
付
帳
（
諸
物
代
付
帳
）
↓
黒
島
一
九
九
九
八
重
山
島
杣
山
職
務
帳
（
富
川
）
↓
新
城
一
九
七
六
八
重
山
島
年
来
記
↓
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室
一
九
九
九
八
重
山
島
農
務
帳
（
富
川
）
↓
崎
山
・
新
城
一
九
七
六
与
世
山
親
方
上
国
公
事
帳
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
九
一
与世山親方宮古島規模帳↓平良市史編さん委員会一九八一、沖縄県沖縄史料編集所一九八一
与
世
山
親
方
八
重
山
島
規
模
帳
（
与
世
山
規
模
帳
）
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
八
九
、
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室
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新
城
敏
男
与世山親方八重山島杣山職務帳↓沖縄県立図書館史料編集室一九八九
与
世
山
親
方
八
重
山
島
農
務
帳
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
八
九
琉
球
国
由
来
記
…
外
聞
守
善
・
波
照
間
永
吉
『
定
本
琉
球
国
由
来
記
』
角
川
書
店
一九七六「《史料》八重山島杣山職務帳」東京・八重山文化研究会『八重山文化』第４号
一九七七「《史料紹介》八重山島諸締帳」東京・八重山文化研究会『八重山文化』第５号
二○一四「『翁長親方八重山島規模帳』についてｌ検使派遣と規模帳の成立ｌ」『首里王府と八重里岩田書院
（初出は琉球王国評定所文書編集委員会『琉球王国評定所文書第九巻」浦添市教育委員会一九九三年）
石
垣
市
教
育
委
員
会
市
史
編
集
課
二○’’一一『石垣市史叢書田』石垣市教育委員会
二
○
’
五
『
石
垣
市
史
叢
書
Ⅲ
』
石
垣
市
教
育
委
員
会
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
課
二
○
○
四
「
石
垣
市
史
叢
書
ｕ
』
石
垣
市
【参考文献】
一九九二ａ
一
九
九
七
年
160
梅
木
哲
人二○一一「久米島の規模帳・公事帳ｌ沖縄における近世文書ｌ」（『近世琉球国の構造」第一書房（初出は「久
米島の規模帳・公事帳について」法政大学沖縄久米島調査委員会『沖縄久米島「沖縄久米島の言語・
文化・社会の総合的研究」報告書』弘文堂一九八二年）
沖
縄
県
沖
縄
史
料
編
集
所
一
九
八
一
『
沖
縄
県
史
料
前
近
代
１
首
里
王
府
仕
置
」
沖
縄
県
教
育
委
員
会
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室
一
九
九
一
「
石
垣
市
市
叢
書
１
」
石
垣
市
役
所
一九九二ａ「石垣市史叢書２」石垣市役所
一
九
九
二
ｂ
「
石
垣
市
市
叢
書
３
』
石
垣
市
役
所
一
九
九
三
「
石
垣
市
史
叢
書
５
』
石
垣
市
役
所
一
九
九
四
『
石
垣
市
史
叢
書
７
』
石
垣
市
役
所
一
九
九
五
ａ
「
石
垣
市
史
叢
書
８
』
石
垣
市
一
九
九
五
ｂ
「
石
垣
市
史
叢
書
９
』
石
垣
市
一
九
九
九
「
石
垣
市
史
叢
書
Ｂ
」
石
垣
市
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崎
山
直
黒島為一
菊
山
正
明
沖
縄
県
教
育
庁
文
化
課
一
九
八
一
「
沖
縄
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
三
十
五
集
昭
和
五
十
五
年
度
八
重
山
諸
島
を
中
心
と
し
た
古
文
書
調
査
報
告
書
」
沖
縄
県
教
育
委
員
会
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
八
九
『
沖
縄
県
史
料
前
近
代
６
首
里
王
府
仕
置
２
」
沖
縄
県
教
育
委
員
会
一
九
九
一
『
沖
縄
県
史
料
前
近
代
７
首
里
王
府
仕
置
３
」
沖
縄
県
教
育
委
員
会
一
九
七
四
「
恩
納
親
方
の
八
重
山
渡
海
仕
置
を
め
ぐ
る
一
考
察
Ｉ
そ
の
史
料
的
検
討
ｌ
」
東
京
・
八
重
山
文
化
研
究
会
『
八
重
山
文
化
』
創
刊
号
二
○
’
○
「
検
使
恩
納
親
方
の
『
仕
置
』
に
つ
い
て
」
『
八
重
山
歴
史
研
究
会
誌
ｌ
八
重
山
歴
史
研
究
会
発
足
三
○
周
年
記
念
号
』
創
刊
号
九九七「《史料紹介》「公事帳』（『規模帳ご」「石垣市立八重山博物館紀要』第ｕ・追号合併号
九九九「《史料紹介》「八重山島諸物代付帳』」「石垣市立八重山博物館紀要」第肥．Ⅳ号合併号
九
七
七
弓
久
米
島
具
志
川
間
切
公
義
帳
』
に
つ
い
て
」
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
『
沖
縄
文
化
研
究
」
４
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高
良
倉
吉
崎
山
直
・
新
城
敏
男
平
良
勝
保
田
里
一九八七「与世山親方仕置前後の一断面」「平良市史編集だより」第二○号
二
○
一
二
「
頭
懸
（
人
頭
税
）
と
民
衆
生
活
」
宮
古
島
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
宮
古
島
市
史
第
一
巻
通
史
編
』
宮
古
島
市
教
育
委
員
会
一
九
八
三
「
恩
納
安
治
」
沖
縄
大
百
科
事
典
刊
行
事
務
局
『
沖
縄
大
百
科
事
典
上
巻
』
沖
縄
タ
ィ
ム
ス
社
一
九
八
九
「
近
世
末
期
の
八
重
山
統
治
と
人
口
問
題
ｌ
翁
長
親
方
仕
置
と
そ
の
背
景
ｌ
」
「
琉
球
王
国
史
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